
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

政府は 12月 23日の閣議で、令和 5年度予算について概算決定しました。 

今年は、12月 2日に令和 4年度第２次補正予算が成立しており、令和５年度当初予算に合わ

せて、森林整備政策を強力に推進することとなります。それでは令和 5年度林野庁予算概算決定

の概要をお知らせします。 

種苗関連予算については、公共事業、非公共事業とも令和 4年度予算内容を基本的に踏襲した

ものとなっています。 

まず、森林整備事業予算(公共事業)については、5年度当初予算が一般会計で 1,252億円(対

前年度比 100．4％)となっています。4年度補正追加額の 439億円を合せると 1,691億円となり

対前年度比 135.6％となっています。森林整備事業はカーボン・ニュートラルを見据えたグリー

ン成長を実現するため、森林吸収量の確保・強化や国土強靱化、林業の持続的発展等のため、主

伐後の再造林等を推進することになります。 

 

予算の重点事項のテーマの 1つに『カーボンニュートラル実現に向けた森林・林業・木材産業

によるグリーン成長』があり、主要な種苗生産に係る支援措置は以下のとおりです。 

◎「森林・林業・木材産業グリーン成長総合対策等」の中の「林業・木材産業循環成長対策」

では、 

○コンテナ苗生産基盤施設等の整備（拡充）【参考資料１】 

・小規模生産者への支援拡大（生産目標要件の緩和、年間５万本⇒１万本） 

・普通苗の干害に備えかん水施設の整備支援 

・施設整備等と併せて実践的知識の習得や OJT研修を行う際の経費を附帯事業費により支援 
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令和５年度林野庁予算の概算決定の概要 

森林整備事業(林野公共予算)は、1,252億円(経常分)(対前年度比

100.4％)＋４年度第２次補正追加額 439億円で 1,691億円

(135.6％)で決定 

非公共事業は1,304億円(129.8％ *４年度第２次補正追加額含む)

となり、森林・林業・木材産業によるグリーン成長を推進する中

で、再造林の推進に資するコンテナ苗生産基盤施設の整備等に取

り組むことが決定 



 

○優良種苗生産推進対策【参考資料２】 

・早生樹母樹林の保全・整備（令和５年度終了） 

以上が措置されました。 

 

◎「花粉発生源対策推進事業」では、 

○花粉発生源対策推進事業（拡充）【参考資料３】 

・効果的な花粉発生源対策の実施に向けた調査及び普及（拡充） 

以上が措置されました。 

 

 

 

 

【参考資料１】  

 

 

 

 

 

 



【参考資料２】  

 

【参考資料３】  

 



 

 

全苗連・苗組の行事予定 

 

12月 8日         コンテナ苗生産技術等標準化に向けた調査委託事業第２回検討委員会（日本森林技術協会） 

12月 21日～22日  四国地区林業用種苗需給連絡協議会（愛媛県） 

R5年 1月 19日    林業団体懇談会（日本林業協会）（赤坂スタ－ゲートプラザ） 

1月 27日        関東地区林業用種苗需給連絡協議会（東京都） 

2月 7日      コンテナ苗生産技術等標準化に向けた調査委託事業第 3回検討委員会（日本森林技術協会） 

2月 8日        中央需給情報連絡協議会(令和４年度第２回)（日本木材総合情報センター） 

2月 13日        当年生苗導入調査委託事業第２回検討委員会（日本森林技術協会） 

5月 12日        令和 5年度全苗連理事会（ﾎﾃﾙﾒﾄﾛﾎﾟﾘﾀﾝｴﾄﾞﾓﾝﾄ飯田橋） 

5月 26日        令和 5年度全苗連通常総会（ﾎﾃﾙﾒﾄﾛﾎﾟﾘﾀﾝｴﾄﾞﾓﾝﾄ飯田橋） 

 

 


